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令和６年度

国民健康保険事業特別会計

補正予算（第１号）

議案番号：50



－1－

款 01 01 目

大
中
小
細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

歳出予算事業概要書令和 6年度 021 国民健康保険事業特別会計
現年 1号補正 （単位：千円）

総務費 項 総務管理費 01 一般管理費 所属 0101014500-0000 健康推進課

事業

0010 一般管理経常経費 (簡略番号：017364) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 1,632 11,186 12,818 755 12,064

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

経費区分 未設定 事業の種類 未設定 その他
事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 経常 地方債

補助単独区分 目的区分 一般財源 1,632 11,186 12,818

１．事業の概要と必要性
　【事業の概要】
　国民健康保険事業を行う上で必要な事業経費を計上するもの。
　【補正の内容及び必要性】
　令和6年度の健康保険証廃止にあたり、事前準備を実施するための経費を計上するもの。
　□保険証廃止に係る周知広報物や、加入者情報のお知らせ送付用封筒を作成するための印
　　刷製本費。
　□加入者情報のお知らせを送付するための通信運搬費。

03 職員手当等 △146 △146 18 負担金､補助及び交付金

04 共済費 △388 △388 19 扶助費

　□国保資格システム改修に係る委託料。
　・マイナンバーカードと健康保険証の一体化に向けたシステム改修
　・負担割合等の表示内容をチェックする仕組みの導入に伴うシステム改修
　・被保険者等への加入者情報のお知らせ送付に伴うシステム改修

２．根拠法令
　国民健康保険法、国民健康保険条例

３．用地の状況

４．基本計画との関連
　【第4次総合計画】共に支え合う　町民が主役のまちづくり(社会保障の充実)
　SDGｓ 目標3「すべての人に健康と福祉を」

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
　特定健診の結果及びKDBにより抽出した対象者に対して保健指導を行う。また、保険証、
　高齢受給者証などの被保険者が必要とする証の交付・更新を行う。
　【事業の効果】
　保健指導による重症化予防の取り組みにより、医療費の適正化を図ることができる。

６．財源の説明
　【繰入金】一般会計繰入金　1,632千円
　

節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
01 報酬 △1,128 △1,128 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費

05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 △18 △18 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 81 81 25 寄附金
11 役務費 525 525 26 公課費
12 委託料 2,706 2,706 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 1,632 1,632

財源 科目コード 科目名称 今回補正額

補助金等の名称

01款 01項 01目 001000000事業 一般管理経常経費

補助基本額 補助率 補助金額

実施
計画

実施計画
計 上 額



令和６年度

後期高齢者医療特別会計

補正予算（第１号）

議案番号：51
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款 02 02 目

大
中
小
細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節
02款 02項 01目 000100000事業 後期高齢者保健事業

計 上 額実施
計画

実施計画

補助金等の名称
補助基本額 補助率 補助金額

　【繰入金】一般会計繰入金　807千円
　

６．財源の説明

　【事業の効果】
　後期高齢者に個別相談や個別指導への対応につなげることができる｡

　【本年度の計画】
　福祉課が担当する介護事業と連携を取りながら、高齢者のフレイル予防に取り組む。

807

５．本年度の計画効果 財源 科目コード 科目名称 今回補正額

　SDGｓ 目標3「すべての人に健康と福祉を」 15 原材料費 合　計 807
　【第4次総合計画】共に支え合う　町民が主役のまちづくり（社会保障の充実） 14 工事請負費
４．基本計画との関連 13 使用料及び賃借料 予備費

12 委託料 807 807 27 繰出金

寄附金
３．用地の状況 11 役務費 26 公課費

10 需用費 25
　高齢者の医療の確保に関する法律 09 交際費 24 積立金
２．根拠法令 08 旅費 23 投資及び出資金

補償、補填及び賠償金

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　に実施する保健師を鳥取県国民健康保険団体連合会に派遣調整の委託を行うもの。 06 恩給及び退職年金 21
　介護基本チェックリストの回答から抽出したハイリスク該当者に対し、訪問活動を専属的 05 災害補償費 20 貸付金
　【補正の内容及び必要性】 04 共済費 19 扶助費

備品購入費
　予防を目的とした高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業を行う｡ 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

　鳥取県後期高齢者医療広域連合から委託を受けて、医療と介護保険の連携によるフレイル 02 給料 17

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費

補助単独区分 目的区分 一般財源 807
経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他

140 947

事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 経常

947 28 920

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金
地方債

0101014500-0000 健康推進課

事業

0001 後期高齢者保健事業 (簡略番号：037040) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額

保健事業費 項 保健事業 01 保健衛生普及事業 所属

支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 807 140

歳出予算事業概要書令和 6年度 027 後期高齢者医療特別会計
現年 1号補正 （単位：千円）



令和６年度

水道事業会計

補正予算（第１号）

議案番号：54
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6

1 1 4
大
中
小
細

水道事業会計

細節

【実施計画】

実施
計画

部 実施計
画章

節

補助金等の名称
補助基本額 補助率 補助金額

【補助金】

【特定財源の内訳】
財源 科目コード 科目名称 今回補正額

その他 水道料金 1,314

合　計 1,314 1,314

補正要求 補正査定
委託料 1,314 1,314

【事業概要】 【事業費内訳】
1．事業の概要と必要性
　【事業の概要】
　　白石地区簡易水道事業の管理運営について、白石地区から町へ移管の要望があり、
　当該地区簡易水道施設及び管路等の資産調査を行う。
　【補正の必要性】
　　白石地区簡易水道施設の町移管を検討するにあたり、水道施設及び管路等の現状を
　確認するとともに資産価値等を調査する必要がある。
　【補正の内容】
　　白石地区簡易水道事業資産調査業務　1,314千円

2．根拠法令
　　水道法、湯梨浜町簡易水道事業給水条例
　
3．用地の状況

4．基本計画との関連
　【第4次総合計画】安全で住みやすいまちづくり(河川・上下水道の整備)
  　SDGs　目標6　「安全な水とトイレを世界中に」

5．本年度の計画効果
　【本年度の計画】　白石地区簡易水道事業の資産調査を行う。
　【本年度の効果】　資産調査を行うことで施設の現状及び資産価値が把握できる。

６．財源の説明
　　その他（水道料金）　1,314千円

節 補正要求 補正査定 節

4,632 90
補助単独区分 目的区分 一般財源
経費区分 臨時的経費 事業区分 その他 1,314 3,318
事業期間 令 6. 6.20～令 7. 3.31 新規・継続 新規 臨・経 臨時 地方債

県支出金
財
源
内
訳

国庫支出金

補正後の予算残額

事　業　費 1,314 3,318 4,632 90 4,542

建設水道課

事業

白石地区簡易水道事業資産調査業務 区　　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額

現年 1号補正予算 （単位：千円）
款 収益的支出 項 営業費用 目 総係費 所属

歳出予算事業概要書令和 年度 水道事業会計


